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の
二
十
九
ԯ
六
千
二
百
万
円
を
要

ٻ
し
て
い
る
。

　

施
設
・
設
備
の
੔
備
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
施
設
の

଱
਒
化
等
の
ଅ
進
で
は
大
学
等
も

ؚ
め
、
前
年
度
比
二
百
二
十
五
ԯ

千
二
百
万
円
増
の
二
百
七
十
五
ԯ

千
五
百
万
円
を
要
ٻ
し
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
଱
਒
改
ங（
建
ସ
え
）

事
業
が
໿
百
二
十
八
ԯ
円
、
଱
਒

補
強
事
業
が
໿
百
七
ԯ
円
、
そ
の

ଞ
଱
਒
対
策
事
業
は
໿
四
十
一

ԯ
。
な
お
、
ϒ
ロ
ッ
ク
ญ
の
҆
全

対
策
は
ؚ
ま
れ
て
い
な
い
。

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
、
外

部
人
ࡐ
の
活
用
等
）
に
二
十
八
ԯ

円
、
子
育
て
支
援
推
進
経
費
に
四

十
八
ԯ
円
が
要
ٻ
さ
れ
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
校
等
の
教
育
の
推

進
に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
特

定
教
育
方
法
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
比
二
ԯ
三
百
万
円
増

置
、児
童
生
徒
等
へ
の
講
習
会（
๷

൜
、
๷
ࡂ
、
交
通
҆
全
）
等
を
支

援
す
る
と
し
て
い
る
。
一
校
当
た

り
の
୯
価
は
五
十
万
円
（
た
だ
し

都
道
府
県
補
助
額
の
二
分
の
一
が

上
ݶ
）。そ
の
ほ
か
教
育
改
革
推
進

特
別
経
費
で
は
、
教
育
の
質
の
向

上
を
ਤ
る
学
校
支
援
経
費
（
Ｉ
Ｃ

　

一
方
、
施
設
・
設
備
の
੔
備
推

進
事
業
の
う
ち
、
教
育
・
研
究
૷

置
等
の
੔
備
事
業
（
大
学
等
を
ؚ

む
）
は
前
年
度
比
百
七
十
一
ԯ
五

千
六
百
万
円
増
の
二
百
三
十
ԯ
六

千
三
百
万
円
の
要
ٻ
。
こ
の
中
の

私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
設

備
੔
備
費
は
、
前
年
度
比
三
十
ԯ

五
千
七
百
万
円
の
増
額
で
五
十
四

ԯ
千
七
百
万
円
の
要
ٻ
。
こ
の
内

訳
は
ै
来
の
私
立
高
等
学
校
等
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
の
੔
備
が
໿

三
十
ԯ
円
、
̜
Ｉ
̜
Ａ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
૝
の
実
現
に
対

す
る
私
立
学
校
分
が
໿
二
十
四

ԯ
。
同
構
૝
で
は
、
全
国
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
等
の
全
て
の
児
童
生
徒

が
地
域
の
֨
ࠩ
な
く
新
時
代
の
学

び
を
ڗ
ड
で
き
る
よ
う
、
学
校
内

に
高
速
か
つ
大
容
ྔ
な
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
੔
備
す
る
と
し
て
い

る
。
全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
・

特
別
支
援
学
校
等
の
三
分
の
一
に

当
た
る
໿
一
万
校
（
初
年
度
）
を

੔
備
す
る
。
私
立
学
校
は
補
助
率

二
分
の
一
。
三
年
計
画
。

　

施
設
・
設
備
の
੔
備
推
進
事
業

で
は
、
こ
の
ほ
か
に
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
よ
る
༥

資
事
業
（
ି
෇
見
込
額
）
六
百
二

十
五
ԯ
円
（
う
ち
ࡒ
政
༥
資
資
金

二
百
九
十
一
ԯ
円
）
が
要
ٻ
さ
れ

て
い
る
。

　

日
本
私
学
教
育
研
究
所
に
対
す

る
補
助
に
つ
い
て
は
、
二
千
十
八

万
九
千
円
の
要
ٻ
で
、
前
年
度
比

〇
・
八
％
の
増
額
要
ٻ
と
な
っ
て

い
る
。（
二
面
に
関
連
記
事
）

　

特
別
補
助
の
内
訳
は
、
教
育
改

革
推
進
特
別
経
費
が
໿
八
十
一
ԯ

円
、
ա
ૄ
高
等
学
校
特
別
経
費
が

໿
二
ԯ
円
、
授
業
ྉ
減
໔
事
業
等

支
援
特
別
経
費
が
໿
一
ԯ
円
、
༮

ஓ
園
等
特
別
支
援
教
育
経
費
が
໿

六
十
四
ԯ
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
໿
八

十
一
ԯ
円
の
う
ち
五
ԯ
円
が
新
規

の
「
児
童
生
徒
等
の
҆
全
確
保
に

関
す
る
学
校
支
援
経
費
」
で
、
同

経
費
で
は
今
年
五
月
、
神
奈
川
県

川
崎
市
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
つ

私
立
小
学
生
等
が
ࡴ
ই
さ
れ
た
通

り
ຐ
事
݅
を
ड
け
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
お
け
る
ܯ
備
員
等
の
配

万
円
増
の
一
千
四
十
三
ԯ
千
四
百

万
円
の
要
ٻ
。
そ
の
う
ち
、
都
道

府
県
に
よ
る
私
立
高
校
等
の
基
൫

的
経
費
へ
の
助
成
を
支
援
す
る

「
一
ൠ
補
助
」
は
同
六
ԯ
二
百
万

円
増
の
八
百
六
十
七
ԯ
百
万
円
の

要
ٻ
。
༮
児
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
の
補
助
୯
価
に
つ
い
て
は
、
一

཯
一
・
二
％
の
増
額
を
要
ٻ
し
て

い
る
。

　

ま
た
各
私
立
高
校
等
の
特
৭
あ

る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

都
道
府
県
に
よ
る
助
成
を
支
援
す

る
「
特
別
補
助
」
は
同
十
三
ԯ
六

千
二
百
万
円
増
の
百
四
十
六
ԯ
五

千
百
万
円
の
要
ٻ
。

　

文
部
科
学
省
は
八
月
三
十
日
、

「
令
和
二
年
度
概
算
要
ٻ
」
を
ࡒ

຿
省
に
提
出
し
た
。
一
ൠ
会
計
の

要
ٻ
・
要
望
総
額
は
五
ஹ
九
千
六

百
八
十
八
ԯ
六
千
九
百
万
円
で
、

前
年
度
比
一
二
・
二
％
の
大
෯
増

額
要
ٻ
と
な
っ
た
。

　

一
ൠ
会
計
の
う
ち
、
私
学
助
成

関
係
予
算
要
ٻ
の
総
額
は
四
千
七

百
四
十
二
ԯ
六
千
七
百
万
円
で
、

前
年
度
比
四
百
五
十
三
ԯ
九
百
万

円
（
一
〇
・
六
％
）
の
増
額
。

　

こ
の
う
ち
私
立
高
等
学
校
等
の

中
֩
的
補
助
で
あ
る
「
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助
」

は
前
年
度
比
二
十
一
ԯ
六
千
七
百

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
令
和
２
年
度
文
科
省
概
算
要
求�

１
・
２
面

第
��
回
常
任
理
事
会
開
く�

３
面

全
審
連
が
理
事
会
開
催�

６
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

จ
部
Պ
学
ল
令
和
̎
年
度
֓
ࢉ
ཁ
ٻ

私
立
高
等
学
校
等

ܦ
ৗ
අ
ॿ
成
අ
等
ิ
ॿ

新
ઃ

約
̍
̌
̐
̏
ԯ
ԁ
ཁ
ٻ

҆
શ
֬
อ
Ͱ
学
校
ࢧ
ԉ
ܦ
අ

私
立
高
校
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
੔
උ
ʹ
໿
��
ԯ
ԁ
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立
高
校
に
通
う
場
合
は
、
年
額
三

万
八
千
百
円
と
し
て
い
る
。

　

〇
高
大
接
続
改
革
の
推
進
に
関

し
て
は
前
年
度
比
二
十
九
ԯ
四
千

七
百
万
円
増
の
八
十
二
ԯ
九
千
六

百
万
円
を
要
ٻ
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

等
の
実
施
に
は
໿
五
十
ԯ
円
を
要

ٻ
し
、
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育

の
質
確
保
・
多
༷
性
へ
の
対
応
に

関
す
る
調
査
研
究
に
は
七
千
六
百

万
円
を
要
ٻ
し
て
い
る
。

学
す
る
場
合
、
年
額
を
現
行
の
九

万
八
千
五
百
円
か
ら
十
一
万
七
千

六
百
円
に
引
き
上
げ
る
よ
う
ٻ
め

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
څ
෇
額
に

つ
い
て
は
、
生
活
保
護
ड
څ
ੈ
ଳ

の
生
徒
で
、
全
日
制
等
・
通
信
制

の
私
立
高
校
等
に
通
学
す
る
場
合

は
年
額
五
万
二
千
六
百
円
。
ඇ
課

੫
ੈ
ଳ
の
ୈ
二
子
Ҏ
߱
で
、
全
日

制
等
の
私
立
高
校
に
通
学
す
る
場

合
は
、
年
額
十
三
万
八
千
円
。
ඇ

課
੫
ੈ
ଳ
の
生
徒
で
通
信
制
の
私

る
。
予
算
要
ٻ
額
は
前
年
度
の
六

ഒ
ऑ
の
七
ԯ
八
千
九
百
万
円
で
、

新
た
に
高
校
及
び
特
別
支
援
学
校

の
専
攻
科
ຢ
は
別
科
に
通
う
生
徒

を
支
援
対
象
と
す
る
。

　

〇
「
高
校
生
等
঑
学
څ
෇
金
」

は
前
年
度
比
十
四
ԯ
九
千
九
百
万

円
増
の
百
五
十
四
ԯ
三
千
万
円
を

要
ٻ
し
て
い
る
。
څ
෇
額
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
ࡢ
年
度
と
同
額

だ
が
、
ඇ
課
੫
ੈ
ଳ
の
ୈ
一
子

で
、
全
日
制
等
の
私
立
高
校
に
通

二
千
六
百
万
円
。

　

そ
の
ほ
か
高
校
等
を
中
退
し
た

後
、
࠶
び
高
校
等
で
学
び
直
す
者

に
対
し
て
、
都
道
府
県
が
ܧ
続
し

て
就
学
支
援
金
に
૬
当
す
る
額
を

支
څ
す
る
場
合
に
、
国
が
都
道
府

県
に
対
し
て
所
要
額
を
補
助
す

　

文
部
科
学
省
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
二
年
度
੫
制
改
正
要
望
事
߲
を

取
り
ま
と
め
た
。
要
望
事
߲
は
、

➎
教
育
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
関
係
、➏
ス
ポ
ー
ツ
関
係
、

➐
文
化
関
係
、
➑
そ
の
ଞ
制
度
改

正
に
൐
う
も
の
等
の
四
分
野
の
計

十
三
߲
目
。
こ
の
う
ち
➎
教
育
等

関
係
で
は
、
個
人
が
学
校
法
人
等

に
寄
附
し
た
際
の
੫
額
߇
除
の
߇

除
率
の
引
き
上
げ
を
内
ֳ
府
、
法

຿
省
、
厚
生
労
働
省
と
共
同
で
要

望
し
て
い
る
。
現
行
で
は
、
個
人

が
学
校
法
人
等
に
寄
෇
し
た
場

合
、
寄
附
金
額
か
ら
二
千
円
を
ࠩ

し
引
い
た
額
の
四
〇
％
を
所
ಘ
੫

か
ら
߇
除
で
き
る
が
、
個
人
寄
附

ଅ
進
の
た
め
੫
額
߇
除
の
߇
除
率

を
四
五
％
に
引
き
上
げ
る
よ
う
要

望
し
て
い
る
。

　

ま
た
➑
そ
の
ଞ
で
は
、
私
立
中

学
・
高
等
学
校
に
関
係
す
る
も
の

と
し
て
主
に
࣍
の
事
߲
を
要
望
し

て
い
る
。
˜
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
制
度
の
見
直
し
に
係
る
ඇ
課

੫
ા
置
等
の
所
要
の
ા
置
˜
退
職

等
年
金
څ
෇
の
積
立
金
に
対
す
る

特
別
法
人
੫
の
ఫ
ഇ
ຢ
は
課
੫
ఀ

ࢭ
ા
置
の
Ԇ
長
＝
令
和
元
年
度
ま

で
課
੫
が
ౚ
結
さ
れ
て
い
る
退
職

等
年
金
څ
෇
の
積
立
金
に
対
す
る

特
別
法
人
੫
に
つ
い
て
、
ఫ
ഇ
ま

た
は
ఫ
ഇ
に
ࢸ
る
ま
で
課
੫
ఀ
ࢭ

ા
置
を
Ԇ
長
す
る
。
˜
認
定
Ｎ
̥

̤
法
人
等
の
̥
̨
Ｔ
算
定
に
お
け

る
ٳ
຾
༬
金
等
か
ら
の
助
成
金
の

除
外
＝
現
行
制
度
で
は
、
学
校
法

人
等
へ
の
寄
附
者
が
੫
額
߇
除
を

ड
け
る
た
め
に
は
、
当
֘
法
人
が

社
会
的
に
広
く
支
援
を
ड
け
て
い

る
こ
と
を
ࣔ
す
̥
̨
Ｔ
算
定
（
要

݅
）
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
要
݅
か
ら
、
ٳ
຾
༬
金

等
か
ら
の
助
成
金
を
除
外
し
、
認

定
の
൑
அ
に
Ө
ڹ
を
及
΅
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。
˜
私
立
学
校
法
の

改
正
に
൐
う
੫
制
上
の
所
要
の
ા

置
＝
私
立
学
校
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
学
校
法
人
で
の
役
員
報
ु

基
準
な
ど
Ӿ
覧
対
象
と
な
る
書
ྨ

が
֦
大
す
る
こ
と
に
൐
い
、
ે
੫

特
別
ા
置
施
行
令
上
の
Ӿ
覧
対
象

書
ྨ
と
の
੔
合
を
ਤ
る
。

Ҏ
外
の
支
援
も
ؚ
め
三
千
七
百
三

十
三
ԯ
九
百
万
円
の
要
ٻ
。
私
立

高
等
学
校
授
業
ྉ
に
つ
い
て
は
、

来
年
四
月
か
ら
の
実
質
無
償
化
等

に
あ
た
り
、
年
収
五
百
九
十
万
円

未
満
ੈ
ଳ
の
生
徒
を
対
象
に
高
等

学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
څ
上
ݶ

額
を
私
立
高
等
学
校
等
の
平
ۉ
授

業
ྉ
を
צ
案
し
た
水
準
に
ま
で
引

き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、

概
算
要
ٻ
の
ஈ
֊
で
は
、
۩
体
的

な
支
څ
上
ݶ
額
は
ࣔ
さ
れ
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
高
校

及
び
特
別
支
援
学
校
の
専
攻
科
ま

た
は
別
科
に
通
う
生
徒
へ
の
支
援

を
要
ٻ
し
て
い
る
。۩
体
的
に
は
、

都
道
府
県
が
専
攻
科
生
ら
の
授
業

ྉ
に
つ
い
て
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
に
૬
当
す
る
額
を
支
援
す

る
、
ま
た
授
業
ྉ
Ҏ
外
の
教
育
費

に
つ
い
て
は
高
校
生
等
঑
学
څ
෇

金
に
よ
り
支
援
す
る
場
合
に
は
、

都
道
府
県
に
所
要
額
を
補
助
す
る

と
し
て
い
る
。
要
ٻ
額
は
十
六
ԯ

　

文
部
科
学
省
の
来
年
度
概
算
要

ٻ
に
お
け
る
私
学
助
成
関
係
Ҏ
外

の
主
な
要
ٻ
事
߲
は
࣍
の
通
り
。

　

〇
「
私
立
小
中
学
校
等
に
通
う

児
童
生
徒
へ
の
経
済
的
支
援
に
関

す
る
実
ূ
事
業
」
は
、
前
年
度
比

二
ԯ
三
千
百
万
円
増
の
十
二
ԯ
二

千
六
百
万
円
を
要
ٻ
し
て
い
る
。

年
収
四
百
万
円
未
満
の
ੈ
ଳ
に
属

す
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
授
業

ྉ
ෛ
୲
（
最
大
で
年
額
十
万
円
）

の
軽
減
を
行
い
、
義
຿
教
育
に
お

い
て
私
立
学
校
を
選
択
し
て
い
る

理
༝
や
家
ఉ
の
経
済
状
況
な
ど
の

実
態
を
೺
Ѳ
す
る
と
い
う
基
本
的

な
ス
キ
ー
ム
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
来
年
度
は
ඇ
課
੫
ੈ
ଳ
へ
の

څ
෇
額
を
最
大
で
年
額
十
五
万
円

に
引
き
上
げ
、
経
済
的
に
ࠔ
ځ
し

た
ੈ
ଳ
に
対
す
る
適
切
な
支
援
額

を
検
ূ
す
る
と
し
て
い
る
。な
お
、

同
実
ূ
事
業
は
二
〇
二
一
年
度
ま

で
の
予
定
。

　

〇
「
私
立
高
等
学
校
授
業
ྉ
の

実
質
無
償
化
等
」
は
高
校
授
業
ྉ

新
ن
ʹ
ߴ
校
の
専
߈
Պ
౳
ࢧ
ԉ
΋

จ
Պ
ল
・
令
和
̎
年
度
੫
制
վ
ਖ਼
ཁ
๬

ݸ
人
د
ෟ
の
੫
ֹ
߇
আ
཰
ûü
ˋ
ʹ

त
業
ྉ
࣮
࣭
ແ
ঈ
Խ
ỏཁ
ٻ

私
立
高
校
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う
に
は
、
そ
れ
を
認
め
る
法
令
上

の
ࠜ
ڌ
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
ࠜ
ڌ
が
な
い
状
態

で
、
ଞ
県
の
生
徒
を
積
極
的
に
ड

け
入
れ
る
と
い
う
例
外
ા
置
が
ま

か
り
通
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
、

全
国
募
集
が
容
認
さ
れ
れ
͹
、
全

国
の
高
校
入
試
は
大
ࠞ
ཚ
に
ؕ

り
、
Ԇ
い
て
は
「
公
私
連
絡
協
議

会
」
の
ଘ
在
を
൱
定
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
指
ఠ
し
た
。

　

ま
た
、
ೇ
൏
中
学
校
が
県
外
入

試
を
行
っ
て
い
る
東
京
地
区
選
出

の
長
塚
ಞ
夫
常
任
理
事
は
「
ࣛ
児

島
県
教
委
は
、
自
ら
が
ଞ
県
に
出

向
い
て
生
徒
募
集
を
す
る
こ
と
は

問
題
な
い
と
し
て
い
る
が
、
ٯ
に

全
国
の
学
校
が
ࣛ
児
島
県
内
で
生

徒
募
集
を
し
た
場
合
に
は
ど
の
よ

う
に
ड
け
ࢭ
め
る
の
か
。
そ
こ
ま

で
考
え
て
行
ಈ
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
日
本
私
学
教
育
研
究
所

の
中
川
所
長
が
、
十
一
月
に
開
催

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
グ

ロ
ー
バ
ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
）研
究
部

会
お
よ
び
࣍
ੈ
代
リ
ー
μ
ー
育
成

部
会
の
案
内
、
十
月
に
栃
木
県
宇

都
宮
市
で
開
催
す
る
全
国
私
学
教

育
研
究
集
会
の
告
知
を
行
っ
た
。

児
島
県
立
ೇ
൏
中
学
校
の
県
外
入

試
に
つ
い
て
、
川
島
英
和
常
任
理

事
が
現
状
を
報
告
し
た
。
川
島
常

任
理
事
は
、「
同
校
は
五
年
前
か

ら
県
外
入
試
を
実
施
し
て
お
り
、

我
々
は
ࣛ
児
島
県
教
育
委
員
会
に

対
し
࠶
三
に
わ
た
り
県
外
入
試
の

中
ࢭ
を
ٻ
め
て
来
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
県
教
委
は
『
公
立
高
校
が

ଞ
の
都
道
府
県
か
ら
生
徒
募
集
を

行
う
こ
と
は
法
令
上
ې
ࢭ
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
』
と
い
う
文

科
省
に
よ
る
地
教
行
法
の
見
解
を

ࠜ
ڌ
に
、
県
外
入
試
の
中
ࢭ
に
は

応
じ
な
い
࢟
੎
を
ࣔ
し
て
い
る
」

と
説
明
。
近
年
の
入
試
で
は
、
県

外
か
ら
の
ड
験
者
数
は
年
々
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
県
外
入
試
を

続
行
し
て
い
る
た
め
、
ೇ
൏
中
学

校
が
県
外
入
試
を
行
っ
て
い
る
東

京
都
、
大
阪
府
、
福
岡
県
の
私
学

協
会
に
実
情
等
を
࢕
い
、
今
後
の

要
望
の
ࠜ
ڌ
と
し
た
い
と
し
た
。

　

続
い
て
、
公
立
高
校
に
よ
る
生

徒
の
全
国
募
集
が
議
題
に
あ
が

り
、
福
島
事
຿
局
長
が
「
公
立
高

校
の
設
置
者
で
あ
る
県
が
、
法
令

に
よ
り
そ
の
ଘ
在
と
ݖ
ݶ
を
認
め

ら
れ
て
い
る
Ҏ
上
、
公
立
高
校
が

ଞ
県
ຽ
を
ड
け
入
れ
て
教
育
を
行

明
し
た
。審
議
の
結
果
、要
望（
案
）

は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

続
け
て
、
福
島
事
຿
局
長
が
専

攻
科
生
徒
に
対
す
る
就
学
支
援
金

制
度
の
実
現
に
向
け
て
、
本
連
合

会
と
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
と
の
連
名
で
要
望
書
を
࡞
成
し

た
と
報
告
し
た
。
要
望
書
で
は
、

看
護
科
を
有
す
る
私
立
高
校
六
十

三
校
の
う
ち
、
五
十
八
校
に
は
二

年
間
の
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
専
攻
科
修
了
生
の
多
く
が
、

地
元
の
ҩ
ྍ
ػ
関
等
に
就
職
し
、

地
域
ҩ
ྍ
の
୲
い
ख
と
し
て
活
༂

し
て
い
る
と
説
明
。そ
の
一
方
で
、

高
校
専
攻
科
は
高
校
教
育
の
Ԇ
長

線
上
に
Ґ
置
ͮ
け
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
高
校
就
学
支
援
金
制
度
で

は
支
援
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
大

学
等
修
学
支
援
法
に
お
い
て
も
支

援
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
と
指

ఠ
。
福
島
事
຿
局
長
は
「
専
攻
科

生
は
国
に
よ
る
授
業
ྉ
ෛ
୲
の
軽

減
や
঑
学
金
等
の
公
的
な
就
学
支

援
金
制
度
か
ら
取
り
࢒
さ
れ
て
お

り
、
本
連
合
会
と
し
て
は
看
護
科

を
は
じ
め
専
攻
科
生
へ
の
就
学
支

援
金
制
度
の
実
現
に
向
け
て
活
ಈ

し
て
い
く
」
と
報
告
し
た
。

　

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
ࣛ

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
文

科
省
に
対
し
強
く
働
き
か
け
を
し

て
い
く
」
と
説
明
し
た
。

　

報
告
・
審
議
で
は
、
福
島
事
຿

局
長
が
「
令
和
二
年
度
私
立
高

等
学
校
等
関
係
政
府
予
算
に
関

す
る
要
望
（
案
）」
に
つ
い
て
説

明
。
要
望
の
柱
は
、
①
私
立
高
等

学
校
等
の
経
常
費
助
成
費
等
に
対

す
る
補
助
の
֦
充
強
化
、
②
私
立

高
等
学
校
等
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
؀

ڥ
の
੔
備
に
対
す
る
補
助
の
֦
充

強
化
、
③
私
立
高
等
学
校
等
施
設

の
଱
਒
化
及
び
෇
ଳ
設
備
の
長
ण

命
化
等
に
対
す
る
補
助
の
֦
充
強

化
、
④
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
の
֦
充
強
化
、
⑤
私
立
中
学

校
等
の
生
徒
等
へ
の
就
学
支
援
金

制
度
の
֦
充
強
化
、
⑥
日
本
私
学

教
育
研
究
所
研
究
事
業
費
等
に
対

す
る
補
助
の
֦
充
強
化
の
六
点
で

あ
り
、
私
学
助
成
等
の
֦
充
と
就

学
支
援
金
等
の
֦
充
・
強
化
と
い

う
学
校
と
保
護
者
૒
方
へ
の
支
援

充
実
を
ٻ
め
る
内
容
で
あ
る
と
説

二
日
に
全
面
的
に
ఫ
退
す
る
と
表

明
し
た
。
ま
た
、
英
検
は
共
通

テ
ス
ト
に
ར
用
で
き
る
『
英
検

C#5

』『
英
検4�C#5

』
に
加
え
、

ো
֐
の
あ
る
ड
験
生
に
特
化
し
た

『
英
検4�*OUFSWJFX

』
と
い
う
新

方
式
の
実
施
を
発
表
し
た
。
英
検

一
ڃ
の
試
験
が
実
施
さ
れ
る
の
は

『
英
検4�*OUFSWJFX
』
の
み
で
あ

り
、
݈
常
者
を
対
象
と
し
た
『
英

検C#5

』『
英
検4�C#5

』
で
は

実
施
さ
れ
ず
٫
っ
て
ෆ
公
平
な
試

験
制
度
に
な
っ
て
い
る
」と
述
べ
、

こ
う
し
た
ࠞ
ཚ
に
よ
る
し
わ
寄
せ

は
、
最
終
的
に
子
ど
も
た
ち
に
及

ぶ
こ
と
に
な
る
と
ૌ
え
た
。
そ
の

う
え
で
「
文
科
省
が
七
月
八
日
に

発
信
し
た
『
大
学
入
試
英
語
成
੷

提
ڙ
シ
ス
テ
ム
』
へ
の
参
加
試
験

に
関
す
る
文
書
で
は
、
ࠞ
ཚ
に
対

す
る
子
ڙ
た
ち
へ
の
お
࿳
び
は
な

く
、
݈
常
者
が
英
検
一
ڃ
を
ड
験

で
き
な
い
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
高
校
二
年

生
の
子
ڙ
た
ち
は
໎
子
に
な
っ
て

　

本
連
合
会
は
七
月
九
日
、東
京
・

市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
ୈ
十
四
回

常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
吉
田
会
長
は
、
七
月
上

旬
か
ら
続
い
て
い
る
ࣛ
児
島
県
、

宮
崎
県
を
中
৺
と
し
た
߽
Ӎ
ࡂ
֐

に
対
し
お
見
෣
い
を
述
べ
た
。
続

け
て
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で

活
用
さ
れ
る
英
語
の
ຽ
間
検
定
試

験
に
৮
れ
、「50E*C

は
二
〇
二

〇
年
か
ら
の
共
通
テ
ス
ト
で
活
用

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
運
用
を

८
る
༷
々
な
৚
݅
を
満
た
す
こ
と

が
ࠔ
೉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
月

令　

和

̎
年
度

私
立
ߴ
校
౳
ؔ
　܎

ཁ
๬
ܾ
Ί
Δ

੓
෎
༧
ࢉ

ެ
立
ߴ
校
શ
ࠃ
ื
　ू

౼
ٞ

໰
୊
ͳ
Ͳ

ୈɹ��ɹճ
ৗ೚ཧࣄձ第

øû
回
常
任
理
事
会
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現
在
、
我
が
国
で
は
、
少
子
高

ྸ
化
が
進
行
し
人
ޱ
が
ٸ
速
に
減

少
す
る
中
で
、
̨
ｏ
̲
̸
̴
̓
͈

５
・
̌
時
代
の
౸
来
を
見
ਾ
え
、

新
し
い
時
代
に
向
け
た
人
ࡐ
育
成

が
ٻ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
我
が
国
が
持
続
Մ
能
な
社
会

を
ҡ
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
࣍

代
を
୲
う
子
ڙ
た
ち
の
教
育
の
充

実
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
教
育
へ
の
公
ࡒ
政
支
出
の
֦

充
は
、
我
が
国
の
将
来
を
ࠨ
ӈ
す

る
と
ݴ
っ
て
も
ա
ݴ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
程
ま
と
め
ら
れ
た
「
経
済

ࡒ
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
਑

２
̌
１
９
」（
ࠎ
太
の
方
਑
）に
も
、

少
子
高
ྸ
化
に
対
応
し
た
「
人
ͮ

く
り
革
命
」
の
一
؀
と
し
て
、
学

校
種
ご
と
の
「
教
育
の
無
償
化
」

の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
立

学
校
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
れ

͹
、
予
ଌ
ෆ
能
な
社
会
に
対
応
で

き
る
優
れ
た
人
ࡐ
を
育
成
す
る
に

は
、
経
営
基
൫
の
҆
定
の
た
め
私

学
助
成
の
֦
充
が
必
要
ෆ
Մ
ܽ
で

あ
り
、
こ
れ
と
共
に
個
人
へ
の
授

業
ྉ
等
支
援
の
֦
充
が
ਤ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

私
立
学
校
は
、
ઌ
ۦ
的
な
教
育

の
実
ફ
や
新
し
い
時
代
に
૬
応
し

い
教
育
の
展
開
等
を
通
じ
て
、
我

が
国
の
公
教
育
の
発
展
に
大
き
く

寄
༩
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
が

推
進
す
る
「
新
た
な
教
育
」
に
的

確
に
対
応
し
、
同
時
に
私
立
学
校

と
し
て
の
特
৭
を
十
分
に
発
ش
し

て
い
く
に
は
、
学
校
経
営
の
基
൫

と
な
る
経
常
費
助
成
の
֦
充
と
共

に
、
新
た
な
教
育
の
ݤ
と
な
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
の
֦
充
੔
備
が
٤
ۓ
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
の
私
立

高
等
学
校
等
が
、
公
教
育
学
校
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
教
育
؀
ڥ
を

੔
備
し
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法

の
ਫ਼
神
に
基
ͮ
き
݈
全
な
運
営
が

ܧ
続
で
き
ま
す
よ
う
、
令
和
２
年

度
政
府
予
算
概
算
要
ٻ
の
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
Ҏ
下
の
各
事
߲
に

つ
い
て
֨
別
の
ご
高
配
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

の
充
実
改
善
に
資
す
る
แ
ׅ
的
か

つ
ࠜ
װ
的
な
補
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
立
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
保
護

者
の
教
育
費
ෛ
୲
増
を
ආ
け
る
べ

く
授
業
ྉ
等
の
改
定
は
極
力
行
わ

ず
༷
々
な
自
助
౒
力
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
上
更
に
、
現
在
、

政
府
が
推
進
す
る「
新
た
な
教
育
」

へ
の
؀
ڥ
を
੔
備
す
る
に
は
、
経

常
費
助
成
と
学
ೲ
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
私
立
学
校
経
営
に

　
ờ
ཁ
๬
事
߲
Ở

　

̍
⁒
私
立
高
等
学
校
等
の
ܦ
ৗ

අ
ॿ
成
අ
等
ʹ
ର
͢
Δ
ิ
ॿ
の
֦

ॆ
ڧ
Խ

　
ừ
令
和
元
年
度
༧
ࢉ
ֹ
⽅
̍
̌

̏
̍
ԯ
ԁ
Ử

　

私
立
学
校
振
興
助
成
法
ୈ
９
৚

に
基
ͮ
く
私
立
高
等
学
校
等
の
経

常
費
助
成
費
等
に
対
す
る
国
庫
補

助
は
、
各
都
道
府
県
の
私
学
助
成

予
算
の
֩
と
な
り
、
我
が
国
の
私

立
高
等
学
校
等
の
教
育
内
容
全
ൠ

と
っ
て
は
ݶ
ք
と
も
ݴ
え
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

私
立
学
校
が
、
今
後
と
も
我
が

国
の
学
校
教
育
の
ઌ
ۦ
的
実
ફ
と

݈
全
な
発
展
に
寄
༩
し
、
将
来
を

୲
う
優
れ
た
人
ࡐ
を
育
成
す
る
た

め
に
は
、
ࡒ
政
基
൫
の
҆
定
が
ෆ

Մ
ܽ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ઌ
ず
、
私
立
高

等
学
校
等
の
教
育
全
ൠ
の
充
実
発

展
に
資
す
る
私
立
高
等
学
校
等
経

常
費
助
成
費
等
補
助
の
大
෯
な
֦

充
強
化
を
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。

　

併
せ
て
、
ফ
費
増
੫
に
よ
る
経

費
増
૬
当
分
に
つ
い
て
、
前
回
の

増
੫
時
に
準
じ
所
要
の
補
助
を
実

施
す
る
な
ど
、
保
護
者
ฒ
び
に
私

立
学
校
の
ෛ
୲
増
と
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
適
切
な
ા
置
を
要
望

い
た
し
ま
す
。

　

̎
⁒
私
立
高
等
学
校
等
ʹ
͓
͚

Δ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
の
੔
උ
ʹ
ର
͢
Δ

ิ
ॿ
の
֦
ॆ
ڧ
Խ

　
ừ
令
和
元
年
度
༧
ࢉ
ֹ
⽅
ùú
ԯ

̒
̌
̌
̌
ສ
ԁ
Ử

　

現
在
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全

面
実
施
に
対
応
し
て
、
公
教
育
の

新
た
な
基
൫
を
構
ங
す
る
た
め
、

教
育
の
情
報
化
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
設
備
の
֦
充

だ
け
で
な
く
、
設
備
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
指
導
能
力
の
向
上

も
ؚ
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
؀
ڥ
੔
備
の

総
合
的
対
策
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
立
高
等
学
校
等
で
は
、
特

に
、
大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
̐

技
能
評
価
、
共
通
テ
ス
ト
の
Ｃ
̗

Ｔ
化
、
調
査
書
の
ి
子
化
、
デ
ジ

タ
ル
教
ࡐ
等
の
導
入
に
際
し
て
必

ਢ
৚
݅
と
な
る
生
徒
用
ノ
ー
ト
型

̥
Ｃ
及
び
無
線
̡
Ａ
Ｎ
の
੔
備
や

超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
੔
備

が
立
ち
஗
れ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。
ま
た
、
教
຿
の
ޮ
率
化
の
た

め
の
教
員
へ
の
̥
Ｃ
配
備
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
指
導
力
支
援
や
保
守
؅
理
の
た

め
の
外
部
人
ࡐ
の
導
入
等
を
ؚ

め
、
教
職
員
の
増
員
や
研
修
の
充

実
も
٤
ۓ
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

全
国
の
各
私
立
高
等
学
校
等
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
を
総
合
的
に
੔
備
・
ଅ

進
す
る
に
は
、
現
在
の
補
助
額
で

は
十
分
対
応
で
き
ず
、
各
校
と
も

学
ೲ
金
の
増
額
に
よ
る
Ҏ
外
に
方

策
が
無
い
の
が
実
情
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
補
助
の
大

෯
な
֦
充
強
化
と
と
も
に
、
補
助

対
象
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ػ
ث
の
リ
ー

ス
ྉ
を
ؚ
め
、
よ
り
௿
額
で
ޮ
率

的
な
੔
備
の
ଅ
進
が
ਤ
ら
れ
る
よ

う
、
ങ
い
取
り
の
み
を
対
象
と
し

た
同
補
助
の
現
行
規
定
の
見
直
し

を
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
公
教
育
に

と
っ
て
基
本
的
な
基
൫
と
な
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
؀
ڥ
の
੔
備
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
を
公
私
の

別
な
く
国
で
ෛ
୲
す
る
等
の
新
た

な
࢓
組
み
の
検
討
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

̏
⁒
私
立
高
等
学
校
等
ࢪ
ઃ
の

଱
਒
Խ
ٴ
ͼ
෇
ଳ
ઃ
උ
の
௕
ण
໋

Խ
等
ʹ
ର
͢
Δ
ิ
ॿ
の
֦
ॆ
ڧ
Խ

　
ừ
令
和
元
年
度
༧
ࢉ
ֹ
⽅
úþ
ԯ

̐
̏
̌
̌
ສ
ԁ
Ử

　

学
校
施
設
の
଱
਒
化
は
、
我
が

国
の
将
来
を
୲
う
子
ڙ
た
ち
の
生

命
を
守
り
、
҆
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
ૣ
期
に
׬
了
さ
せ
な
け
れ

͹
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
施

本
連
߹
会
の
令
和
̎
年
度
私
立
高
等

学
校
等
ؔ
܎
੓
෎
༧
ࢉ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ཁ
๬
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国
の
自
ࡴ
者
数
は
二
万
八
百
四
十

人
。
そ
の
中
に
は
小
学
生
七
人
、

中
学
生
百
二
十
四
人
、
高
校
生
二

百
三
十
八
人
が
ؚ
ま
れ
て
い
る
。

　

十
八
ࡀ
Ҏ
下
の
若
者
に
関
し
て

は
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
等

の
学
校
の
長
期
ٳ
Ջ
明
け
に
自
ࡴ

　

厚
生
労
働
省
は
ຖ
年
九
月
十
日

か
ら
十
六
日
ま
で
を
「
自
ࡴ
予
๷

ि
間
」
と
Ґ
置
෇
け
、
文
部
科
学

省
や
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
て
೰
み
の
૬
ஊ
事
業

や
自
ࡴ
๷
ࢭ
の
啓
発
活
ಈ
等
を
実

施
し
て
い
る
。
ࡢ
年
一
年
間
の
全

者
が
ٸ
増
す
る
傾
向
が
あ
り
（
九

月
一
日
が
最
多
）、
文
部
科
学
省

は
私
立
学
校
に
対
し
て
も
組
織
的

対
応
の
体
制
੔
備
、
児
童
生
徒
等

の
見
守
り
強
化
等
を
要
請
し
て
お

り
、
同
省
は
「
教
師
が
知
っ
て
お

き
た
い
子
ど
も
の
自
ࡴ
予
๷
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
る
。
ま
た
今
年
六

月
六
日
෇
で
児
童
生
徒
の
自
ࡴ
予

๷
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
や
私
立
学
校

主
؅
課
等
に
通
知
を
発
出
、
ᾇ
学

校
に
お
け
る
ૣ
期
発
見
に
向
け
た

取
組
、
ᾈ
保
護
者
に
対
す
る
家
ఉ

に
お
け
る
見
守
り
の
ଅ
進
、
ᾉ
学

校
内
外
に
お
け
る
集
中
的
な
見
守

り
活
ಈ
、
ᾊ
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
を
行
う
よ
う
要
請
し
て
い

る
。そ
の
ほ
か
参
考
資
ྉ
と
し
て
、

二
十
四
時
間
子
ڙ
̨
̤
̨
μ
イ
Ϡ

ル
（
フ
リ
ー
μ
イ
Ϡ
ル
̌
１
２
̌

ổ
̌
ổ
７
８
３
１
̌
）（
※
各
教

育
委
員
会
等
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
、全
国
共
通
の
μ
イ
Ϡ
ル
）

な
ど
も
঺
հ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
厚
労
省
も
̨
Ｎ
̨
૬
ஊ

等
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
、
都
道

府
県
等
が
行
っ
て
い
る
ి
話
૬
ஊ

の
૭
ޱ
、
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト

等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

お
り
、
自
ࡴ
๷
ࢭ
に
は
、
周
ғ
の

人
が
自
ࡴ
の
ة
ݥ
を
ࣔ
す
サ
イ
ン

に
気
ͮ
き
、話
を
ฉ
い
た
り
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
Թ
か
く
見

守
る
こ
と
が
重
要
だ
と
ݺ
び
か
け

て
い
る
。

正
し
、
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

の
対
象
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
見

直
し
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

̑
⁒
私
立
中
学
校
等
の
生
徒
等

΁
の
ब
学
ࢧ
ԉ
ۚ
制
度
の
֦
ॆ
ڧ

Խ
　
ừ
令
和
元
年
度
༧
ࢉ
ֹ
⽅
̕
ԯ

̕
̑
̌
̌
ສ
ԁ
Ử

　

ඪ
記
の
支
援
金
制
度
は
、
平
成

29
年
度
よ
り
５
年
間
の
実
ূ
事
業

と
し
て
、
私
立
中
学
校
等
に
通
う

年
収
̐
̌
̌
万
円
未
満
ੈ
ଳ
の
生

徒
等
に
対
し
年
額
10
万
円
の
授
業

ྉ
減
໔
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
私
立
中
学
校

等
の
生
徒
等
に
と
っ
て
、
十
分
な

支
援
と
は
ݴ
え
な
い
状
況
に
あ

り
、実
ূ
期
間
で
あ
る
と
は
い
え
、

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
ࠎ
太
の
方

਑
」
に
੝
り
込
ま
れ
た
「
私
立

高
等
学
校
の
授
業
ྉ
の
実
質
無

償
化
」
の
実
現
に
向
け
、
年
収

５
９
̌
万
円
未
満
ੈ
ଳ
に
対
し
私

立
高
等
学
校
の
年
間
平
ۉ
授
業
ྉ

໿
40
万
円
ま
で
の
支
援
額
の
引
き

上
げ
と
共
に
、
就
学
支
援
金
基
本

額
の
11
万
８
８
̌
̌
円
の
引
き
上

げ
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、大
学
、専
門
学
校
等
が

令
和
２
年
度
か
ら
「
高
等
教
育
の

無
償
化
」の
対
象
と
な
る
一
方
で
、

高
等
学
校
専
攻
科
に
つ
い
て
は
、

現
行
の「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
制
度
」で
は「
高
校
卒
業
者
」
と

し
て
支
څ
対
象
外
と
さ
れ
、
専
攻

科
に
学
ぶ
生
徒
だ
け
が
支
援
を
ड

け
ら
れ
な
い
現
況
を
速
や
か
に
ੋ

立
学
校
と
同
水
準
に
す
る
と
共

に
、
同
補
助
の
大
෯
な
増
額
な
ど

補
助
内
容
の
֦
充
強
化
を
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
଱
਒
化
後
の
施
設
の

෇
ଳ
設
備
の
更
新
や
長
ण
命
化
の

た
め
に
行
う
ྫྷ
๪
の
フ
ロ
ン
ガ
ス

対
策
、
̡
̚
̙
র
明
等
の
省
エ
ネ

ル
Ϊ
ー
対
策
等
へ
の
支
援
ા
置
の

֦
充
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

̐
⁒
私
立
高
等
学
校
等
ब
学
ࢧ

ԉ
ۚ
制
度
の
֦
ॆ
ڧ
Խ

　

政
府
が
掲
げ
る
少
子
高
ྸ
化
に

対
応
し
た
「
人
ͮ
く
り
革
命
」
を

ண
実
に
推
進
す
る
に
は
、
༮
児
・

高
等
教
育
無
償
化
と
共
に
、「
私

立
高
等
学
校
の
授
業
ྉ
の
実
質
無

償
化
」
の
実
現
が
必
要
ෆ
Մ
ܽ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
額
の
増
額
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ଞ
の
学
校
種

に
お
け
る
「
教
育
の
無
償
化
」
に

向
け
た
支
援
の
֦
充
を
踏
ま
え
、

実
ূ
期
間
の
実
ূ
例
と
し
て
、
支

援
上
ݶ
額
の
増
額
と
共
に
、
年
収

水
準
の
引
き
上
げ
や
本
制
度
の
߃

ٱ
化
の
検
討
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。

　

̒
⁒
日
本
私
学
教
育
研
究
ॴ
研

究
事
ۀ
අ
等
ʹ
ର
͢
Δ
ิ
ॿ
の
֦

ॆ
ڧ
Խ

　
ừ
令
和
元
年
度
༧
ࢉ
ֹ
⽅
̎
̌

̌
̎
ສ
ԁ
Ử

　

日
本
私
学
教
育
研
究
所
は
、
私

立
高
等
学
校
等
の
教
育
の
研
究
事

業
と
共
に
、
教
職
員
の
資
質
向
上

の
た
め
の
初
任
者
研
修
を
は
じ

め
、
中
堅
教
員
研
修
や
英
語
指
導

力
向
上
研
修
な
ど
༷
々
な
研
修
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化

が
進
む
中
に
あ
っ
て
は
、
特
に
、

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
英

語
の
̐
技
能
指
導
力
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
指
導
力
、
理
数
教
育
力
の
向

上
、
̨
Ｔ
̚
Ａ
̢
教
育
の
導
入
等

に
関
す
る
研
修
の
一
૚
の
充
実
が

ٻ
め
ら
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
高
等
学

校
等
の
教
育
の
質
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
同
研
究
所
に
お
い
て
総

合
的
に
実
施
し
て
い
る
研
究
・
研

修
事
業
に
対
す
る
同
補
助
の
大
෯

な
֦
充
強
化
を
強
く
要
望
い
た
し

ま
す
。

 

Ҏ　

上

設
は
ࡂ
֐
時
に
は
、
現
実
問
題
と

し
て
指
定
の
೗
Կ
を
問
わ
ず
、
地

域
の
ආ
೉
所
と
し
て
の
ػ
能
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ૣ
ٸ

に
ા
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ા
置
全
額
を

公
費
で
࿫
わ
れ
る
国
公
立
学
校
に

対
し
、
多
額
の
自
ݾ
ෛ
୲
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
か
ら
ࡒ
政
基
൫
の
੬

ऑ
な
私
立
学
校
の
଱
਒
化
は
立
ち

஗
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
̐
月
１

日
現
在
で
公
立
学
校
施
設
の
଱
਒

化
率
が
ほ
΅
１
̌
̌
％
に
対
し

て
、
私
立
高
校
は
88
・
８
％
に
ࢭ

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
ִ
た
り
は
ґ

વ
と
し
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
率
を
公

̕
݄
ø÷
೔
Ỗ
øý
೔
は
ủ
ࣗ
ࡴ
༧
๷
ि
ؒ
Ứ
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関
す
る
対
策
を
行
う
ほ
か
、

情
報
交
換
、
永
年
勤
続
退
任

委
員
に
対
す
る
表
彰
、
会
議

の
開
催
等
を
実
施
す
る
と
し

て
お
り
、
審
議
の
結
果
、
承

認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
十
月
二

十
四
・
二
十
五
日
、
佐
賀
市

内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

基
準
な
ど
に
関
す
る
研
究
、
関
係

所
轄
庁
に
対
す
る
請
願
・
建
議
に

て
い
く
と
と
も
に
、
私
立
学
校
の

独
自
性
が
守
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ

た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
私
立

学
校
審
議
会
の
在
り
方
及
び
運
営

に
つ
い
て
の
研
究
協
議
、
諸
法
令

算
案
な
ど
を
審
議
、
承
認
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
近
藤
会

長
は
「
私
立
学
校
法
の
改
正
に
よ

り
、
知
事
が
学
校
法
人
へ
の
解
散

命
令
を
発
出
す
る
際
に
は
、
事
前

に
私
学
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
我
々
は
私
学
審
と
し

て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し

　

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）
は
六
月
二
十

八
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会

館
で
令
和
元
年
度
理
事
会
を
開
催

し
た
。
理
事
会
で
は
、
平
成
三
十

年
度
事
業
報
告
案
、
同
決
算
報
告

案
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

　

文
部
科
学
省
は
八
月
八
日
、
令

和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
の
結
果

（
速
報
値
）
を
公
表
し
た
。
そ
の

中
か
ら
中
学
校
と
高
等
学
校
等
の

概
況
を
報
告
す
る
。

　

◆
高
等
学
校
（
全
日
制
・
定
時

制
課
程
）
＝
学
校
数
は
国
公
私
立

合
わ
せ
て
四
千
八
百
八
十
七
校
。

内
訳
は
国
立
が
十
五
校
、
公
立
が

三
千
五
百
五
十
校
、
私
立
が
千
三

百
二
十
二
校
。
前
年
度
と
比
べ
国

立
は
変
わ
ら
ず
、
公
立
は
九
校
減

少
、私
立
は
一
校
減
少
し
て
い
た
。

　

生
徒
数
は
国
公
私
立
合
わ
せ
て

三
百
十
六
万
八
千
二
百
六
十
二

人
。
そ
の
う
ち
全
日
制
課
程
の
生

六
％
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
定
時
制
課
程
の
減
少
率
は
二

六
・
四
％
と
大
き
い
。

　

私
立
高
校
の
生
徒
数
は
百
二
万

七
千
七
百
七
十
八
人
で
、
前
年
度

と
比
べ
一
万
四
千
三
百
八
十
四
人

の
減
少
。
減
少
の
背
景
に
は
中
学

　

今
年
三
月
の
高
校
卒
業
者
数
は

百
五
万
千
二
百
四
十
六
人
で
前
年

度
よ
り
五
千
百
三
十
二
人
減
っ
て

い
る
。
大
学
等
進
学
率
は
前
年
度

と
同
じ
五
四
・
七
％
。
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）
進
学
率
は
前
年
度

比
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
の
一
六
・

校
卒
業
者
数
の
減
少
が
あ
る
も
の

の
、
減
少
率
で
み
る
と
私
立
よ
り

公
立
高
校
の
方
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　

私
立
の
シ
ェ
ア
は
学
校
数
で
二

七
・
一
％
、
生
徒
数
で
三
二
・
四
％

で
あ
っ
た
。

徒
数
は
三
百
八
万
六
千
三
百
十
四

人
、
定
時
制
課
程
の
生
徒
数
は
八

万
千
九
百
四
十
八
人
。
少
子
化
傾

向
の
続
く
中
で
十
年
前
の
平
成
二

十
一
年
度
と
比
べ
、全
日
制
は
四
・

四
％
、
就
職
率
は
同
〇
・
一
ポ
イ

ン
ト
増
の
一
七
・
七
％
だ
っ
た
。

　

◆
高
等
学
校
（
通
信
制
課
程
）

＝
学
校
数
は
二
百
五
十
三
校
。
そ

の
う
ち
独
立
校
が
百
十
三
校
、
併

置
校
が
百
四
十
校
で
、
前
年
度
よ

り
独
立
校
は
三
校
増
加
、
併
置
校

は
二
校
減
少
し
た
。
公
立
高
校
は

七
十
八
校
、
私
立
高
校
は
百
七
十

五
校
。
生
徒
数
は
全
体
で
十
九
万

七
千
七
百
七
十
九
人
、
前
年
度
よ

り
一
万
千
二
百
七
十
七
人
（
六
・

〇
％
）
増
え
た
。
私
立
高
校
の
生

徒
数
は
十
四
万
千
四
百
二
人
で
、

通
信
制
高
校
生
全
体
の
七
一
・

五
％
を
占
め
て
い
る
。

　

◆
中
等
教
育
学
校
＝
学
校
数
は

五
十
四
校
（
国
立
四
校
、
公
立
三

十
二
校
、
私
立
十
八
校
）
で
、
前

年
度
よ
り
一
校
増
え
た
。
生
徒
数

は
国
公
私
立
全
体
で
三
万
二
千
百

五
十
三
人
で
あ
り
、
う
ち
私
立
は

六
千
八
百
十
二
人
で
あ
っ
た
。

　

◆
中
学
校
＝
学
校
数
は
一
万
二

百
二
十
二
校
、
そ
の
う
ち
私
立
は

七
百
八
十
一
校
で
、
前
年
度
よ
り

三
校
増
加
し
た
。
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
の
十
年
間
の
学
校
数
の
推

移
を
見
る
と
、
私
立
が
三
十
六
校

増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
国
立
は

五
校
、
公
立
は
六
百
七
十
三
校
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

　

生
徒
数
は
全
体
で
三
百
二
十
一

万
八
千
百
十
五
人
で
あ
り
、
前
年

度
に
比
べ
三
万
三
千
五
百
五
十
五

人
減
。
そ
の
う
ち
私
立
は
二
十
三

万
九
千
百
六
人
で
七
百
八
十
人
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

私
立
の
シ
ェ
ア
は
学
校
数
で

七
・
六
％
、
生
徒
数
で
七
・
四
％

で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
卒
業
後
の
進
路
で
は
、

高
校
等
進
学
者
の
割
合
が
九
八
・

八
％
で
前
年
度
と
同
率
だ
っ
た

が
、
通
信
制
課
程
進
学
者
を
除
く

と
高
校
等
進
学
率
は
九
五
・
八
％

（
前
年
度
比
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
）

だ
っ
た
。
就
職
率
は
全
体
の
〇
・

二
％
、
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学

率
も
〇
・
二
％
だ
っ
た
。

全
審
連

理
事
会

令
和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
承
認

令
和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
結
果
速
報

私
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
　
増
加

前
年
度
比

約
1.4
万
人
減
の
103
万
人

私
立
高
校

の
生
徒
数

冒頭、あいさつする近藤会長ニ
佐
賀
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等

に
関
す
る
審
議
の
ほ
か
、
学
校
種

別
に
三
つ
の
専
門
部
会
を
開
い
て

私
立
学
校
や
都
道
府
県
の
私
学
行

政
が
直
面
し
て
い
る
課
題
等
に
つ

い
て
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
に
は
同
連
合

会
が
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
来
年
十
月
下
旬
頃
に
東

京
都
内
で
総
会
と
記
念
式
典
を
開

催
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
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て
講
演
。
ま
た
福
岡
大
学
附
属
若

葉
高
校
津
軽
三
味
線
部
の
生
徒
と

顧
問
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し

た
。
翌
十
九
日
に
も
研
修
が
行
わ

れ
、
太
宰
府
天
満
宮
の
新
西
靖
斉

禰
宜
が
「
神
社
の
お
は
な
し
」
と

題
し
講
話
し
た
ほ
か
、
太
宰
府
天

満
宮
と
九
州
国
立
博
物
館
で
の
臨

地
研
修
も
行
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度
事
業
計
画
は
前
年
度

に
引
き
続
き
、私
学
振
興
対
策
、青

少
年
育
成
事
業
、
関
係
団
体
等
と

の
連
絡
提
携
、
広
報
・
啓
発
事
業

が
柱
。

　

総
会
終
了
後
に
は
研
修
会
が
行

わ
れ
、
本
連
合
会
の
吉
田
会
長

が
「
新
し
い
時
代
の
初
等
中
等
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
し

長
が
あ
い
さ
つ
す
る
と
と
も
に
、

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
都
道
府

県
私
学
保
護
者
会
役
員
と
日
私
学

保
連
役
員
の
計
三
十
一
人
に
門
傳

会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

議
事
で
は
平
成
三
十
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
た

ほ
か
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画

案
、
予
算
書
案
が
承
認
さ
れ
た
。

尋
太
郎
・
福
岡
県
私
学
協
会
会
長
、

上
田
祐
規
・
熊
本
県
私
立
中
学
高

等
学
校
協
会
会
長
が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
、
門
傳
英
慈
会
長
お

よ
び
福
岡
県
私
立
中
学
高
等
学
校

保
護
者
会
連
合
会
の
合
屋
伸
好
会

県
副
知
事
、
渡
辺
勝
将
・
福
岡
県

議
会
文
教
委
員
会
委
員
長
、
吉
田

晋
・
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連

合
会
会
長
を
は
じ
め
、
私
学
協
会

か
ら
添
田
昌
邦
・
九
州
地
区
私
立

中
学
高
等
学
校
協
議
会
会
長
、
八

　

日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
は
七
月
十

八
日
、
福
岡
市
内
で
令
和
元
年
度

総
会
を
開
催
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
浮
島
智
子
・
文
部

科
学
副
大
臣
、
大
曲
昭
恵
・
福
岡

日
私
学
保
連
が
福
岡
市
で
総
会
・
研
修
会

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、来
賓
の
日
本
看
護
学

校
協
議
会
の
池
西
静
江
会
長
が
看

護
師
国
家
試
験
の
傾
向
と
分
析
に

つ
い
て
、
文
科
省
の
髙
木
邦
子
・

初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
産

業
教
育
振
興
室
教
科
調
査
官
が
看

護
科
新
教
育
課
程
編
成
等
に
つ
い

て
講
話
を
行
っ
た
。

生
労
働
省
看
護
基
礎
教
育
検
討
会

の
進
捗
状
況
の
報
告
や
現
在
、
看

護
高
校
専
攻
科
生
が
高
校
就
学
支

援
金
制
度
や
来
年
四
月
か
ら
始
ま

る
高
等
教
育
の
無
償
化
の
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
高

連
と
連
名
で
専
攻
科
生
徒
へ
の
就

学
支
援
を
文
部
科
学
省
等
に
要
望

し
、
令
和
二
年
度
の
実
現
を
目
指

は
、
①
五
年
一
貫
教
育
及
び
看
護

専
攻
科
に
関
す
る
要
望
②
生
徒
の

就
学
支
援
に
関
す
る
要
望
③
准
看

護
師
課
程
及
び
看
護
進
学
課
程
に

関
す
る
要
望
④
看
護
教
員
の
適
正

配
置
に
関
す
る
要
望
⑤
実
習
施
設

の
確
保
に
関
す
る
要
望
⑥
施
設
・

設
備
の
改
善
、
充
実
等
を
掲
げ
て

い
る
。報
告
・
協
議
終
了
後
に
は
厚

立
高
校
の
看
護
教
育
の
振
興
に
関

す
る
関
係
省
庁
へ
の
要
望
」、「
実

態
調
査
の
実
施
及
び
調
査
報
告
書

の
刊
行
」等
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
私
立
高
校
に
お
け
る
看

護
教
育
の
振
興
に
関
す
る
要
望
で

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
承
認

す
る
と
と
も
に
、
令
和
元
年
度
の

事
業
計
画
案
、
同
予
算
案
を
審
議

し
、
決
定
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
は
、

前
年
度
を
踏
襲
す
る
内
容
で
「
私

　

全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協
会

（
会
長
＝
額
賀
修
一
・
大
成
女
子

高
校
理
事
長
・
校
長
）
は
七
月
五

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
令
和
元
年
度
総
会
を
開
催
し
、

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、
同
決

全
国
私
立
看
護
高
校
協
会
が
総
会
開
く

子
化
が
進
み
、
公
立
志
向
が
強
い

中
で
生
徒
募
集
に
苦
労
し
て
い

る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
一
方
、

地
域
社
会
と
の
繋
が
り
強
化
に
力

を
注
い
で
い
る
取
り
組
み
や
、
教

員
研
修
の
充
実
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
専
門
に
学
ぶ
コ
ー
ス
の
新
設
な

ど
技
術
革
新
を
積
極
的
に
取
り
込

ん
で
い
る
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

調
査
官
が
「
高
校
学
習
指
導
要
領

教
科
『
工
業
科
』
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
。
続

い
て
前
野
一
夫
・
日
本
工
学
院
専

門
学
校
・
同
八
王
子
専
門
学
校
長

が
「
高
速
で
空
を
飛
ぶ
（
音
の
壁

と
超
音
速
～
大
気
圏
へ
の
突
入
飛

行
ま
で
）」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
総
会
出
席
者

に
よ
る
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、「
少

会
長
、
全
国
工
業
高
等
学
校
長
協

会
の
佐
々
木
哲
理
事
長
ら
が
来
賓

と
し
て
出
席
。
佐
々
木
理
事
長
は

「
工
業
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と

の
演
題
で
講
演
し
、
こ
れ
か
ら
の

工
業
高
校
に
と
っ
て
地
域
企
業
等

の
ニ
ー
ズ
を
掴
む
こ
と
な
ど
が
重

要
だ
な
ど
と
述
べ
た
。
ま
た
持
田

雄
一
・
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教

育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
課
程

補
助
金
の
増
額
を
強
力
に
要
望
す

る
ほ
か
、
私
立
工
業
高
校
実
態
調

査
及
び
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
し
、
集
計
結
果
を

会
員
校
に
還
元
す
る
と
し
て
い

る
。

　

総
会
に
は
本
連
合
会
の
吉
田
晋

監
査
報
告
を
承
認
し
た
。
続
い
て

令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
、
同
予

算
案
が
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
で
は
、

文
部
科
学
省
に
対
し
、
経
常
費
助

成
費
補
助
金
や
産
業
教
育
振
興
費

　

全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長
会

（
会
長
＝
大
塚
勝
之
・
日
本
工
業

大
学
駒
場
高
等
学
校
長
）
は
、
七

月
十
二
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
・
私
学
会
館
で
令
和
元
年
度
総

会
を
開
催
し
、
平
成
三
十
年
度
の

事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
・
会
計

全
私
工
が
総
会
・
講
演
会
を
開
催
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○
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会

�

栃
木
大
会

　

10
月
17
・
18
日
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
・
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮
に

お
い
て
開
催
す
る
。
研
究
の
ね
ら

い
は
「
人
間
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
）
を
高
め
る
私
学
教
育
」。

９
月
27
日
申
込
締
切
。

○
私
立
学
校
初
任
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
研
修
会

　

東
日
本
会
場
は
10
月
11
・
12
日
、

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い

て
、
西
日
本
会
場
は
10
月
25
・
26

日
、
京
都
府
京
都
市
・
京
都
私
学

会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
。
定
員

は
そ
れ
ぞ
れ
60
名
。

○
教
員
免
許
状
更
新
講
習

　
　
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
）

�

研
究
部
会

　

11
月
８
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
・

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

神
戸
に
お
い
て
「
変
容
す
る
社
会

に
対
応
す
る
教
育
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
開
催
す

る
。
基
調
講
演
で
は
、鶴
田
宏
樹
・

神
戸
大
学
学
術
・
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
本
部
／
大
学
院
工
学

研
究
科
道
場
「
未
来
社
会
創
造
研

究
会
」
准
教
授
、
祗
園
景
子
・
神

戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
道
場

「
未
来
社
会
創
造
研
究
会
」
特
命

助
教
を
講
師
に
迎
え
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
実
施
す
る
。
10
月
25
日
申
込

締
切
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

　
　

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
部
会

　

11
月
29
日
、
長
崎
県
長
崎
市
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て

「
日
本
の
教
育
を
牽
引
す
る
私
学

の
チ
カ
ラ
～
更
な
る
進
化
の
道
を

模
索
す
る
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い

に
開
催
す
る
。
菅
沼
宏
比
古
・
学

校
法
人
西
海
学
園
理
事
長
に
よ
る

講
演
、創
成
館
高
等
学
校
の
視
察
、

奥
田
修
史
・
学
校
法
人
奥
田
学
園

理
事
長
／
創
成
館
高
等
学
校
校
長

の
講
演
、
交
流
夕
食
会
を
実
施
す

る
。
11
月
15
日
申
込
締
切
。

２
日
目
は
「
知
識
構
成
型
ジ
グ

ソ
ー
法
を
学
ぶ
」
と
題
し
、
白
水

始
・
東
京
大
学
高
大
接
続
研
究
開

発
セ
ン
タ
ーCoREF

教
授
、
堀

公
彦
・
同
協
力
研
究
員
、
櫻
田
忍
・

同
協
力
研
究
員
（
西
日
本
）
に
よ

る
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
。
参
加
者
は
「
深
い
学
び
」
を

指
向
し
、
二
学
期
の
授
業
に
期
待

を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
。

　

７
月
20
・
21
日
に
東
京
都
千
代

田
区
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
東
日
本
会
場
）
に
お
い
て
、
７

月
28
・
29
日
に
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
（
西
日
本
会
場
）
に
お
い
て

開
催
し
た
。
更
新
講
習
も
10
年
目

を
迎
え
、
内
容
・
運
営
方
法
を
一

新
し
た
。「
私
立
学
校
教
員
の
た

め
の
教
育
の
最
新
事
情
（
必
修
領

域
）」「
私
立
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
選
択
必
修

領
域
）」
の
２
講
座
を
実
施
し
、

東
日
本
会
場
は
必
修
59
名
、
選
択

必
修
42
名
、
西
日
本
会
場
は
必
修

61
名
、
選
択
必
修
56
名
が
参
加
し

た
。
制
度
を
超
え
た
新
し
い
更
新

講
習
を
高
く
評
価
す
る
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。

○
私
立
学
校
専
門
研
修
会
・

　
　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育

名
参
加
。

○
中
部
地
区
静
岡
・
山
梨
県
（
８

月
５
・
６
日
、
ホ
テ
ル
春
日
居
）

43
名
参
加
。

○
中
京
地
区
（
８
月
21
～
23
日
、

名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
外
）
99

名
参
加
。

○
近
畿
地
区（
８
月
19
・
20
日
、
大

阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）81
名
参
加
。

○
中
国
・
四
国
地
区
（
７
月
30
日

～
８
月
１
日
、
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
123
名
参
加
。

○
九
州
地
区
（
７
月
３
～
５
日
、

火
の
国
ハ
イ
ツ
）
165
名
参
加
。

○
小
学
校
東
日
本
地
区
（
７
月
29

日
～
31
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
）
45
名
参
加
。

○
小
学
校
西
日
本
地
区
（
７
月
31

～
８
月
２
日
、
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
）
33
名
参
加
。

　

７
月
23
・
24
日
に
主
婦
会
館
プ

ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て
、
７
月
26
・

27
日
に
京
都
府
京
都
市
・
京
都

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催

し
、
東
日
本
会
場
は
58
名
、
西
日

本
会
場
は
70
名
が
参
加
し
た
。
初

日
は
中
川
武
夫
・
日
私
教
研
所
長

「
私
立
学
校
の
現
状
と
課
題
」、
田

原
俊
典
・
修
道
中
学
高
等
学
校
校

長
「
中
堅
教
員
の
使
命
」
の
２
講

義
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。

郎
・
同
法
人
副
本
部
長
に
よ
る「
本

気
で
挑
戦
す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
？
～
働
く
人
が
幸
せ
な
学
校
法

人
を
目
指
し
て
～
」、な
か
む
ら
ア

サ
ミ
・
サ
イ
ボ
ウ
ズ（
株
）ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
「
学
校
教
育
現
場

に
お
い
て
個
人
と
組
織
で
取
り
組

む『
働
き
方
改
革
』」の
２
つ
の
講

演
の
後
、
参
加
者
は
研
究
討
議
で

課
題
と
情
報
を
共
有
し
た
。

○
北
海
道
地
区
（
８
月
１
・
２
日
、 

定
山
渓
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
34
名
参

加
。

○
東
北
地
区
（
７
月
30
～
８
月
１

日
、 

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋

田
）
47
名
参
加
。

○
北
関
東
地
区（
６
月
26
～
28
日
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
）

65
名
参
加
。

○
関
東
地
区
埼
玉
県
（
７
月
23
～

25
日
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館
外
）

172
名
参
加
。

○
関
東
地
区
神
奈
川
県
（
８
月

19
・
20
日
、
神
奈
川
県
私
学
会
館
）

173
名
参
加
。

○
関
東
地
区
東
京
都
（
８
月
20
～

23
日
、
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー

ル
）
83
名
参
加
。

○
北
陸
地
区
（
７
月
31
日
～
８
月

２
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）
50

○
教
育
課
程
部
会

　

６
月
21
日
、
京
都
府
京
都
市
・

東
山
中
学
高
等
学
校
に
お
い
て
開

催
し
、
113
名
が
参
加
し
た
。
今
回

は
「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』
を
か
な
え
る
授
業
と
評
価

～
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
多
面
的
評

価
の
活
用
と
課
題
～
」
を
研
究
の

ね
ら
い
と
し
、
黒
上
晴
夫
・
関
西

大
学
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
「
教

育
改
革
を
と
ら
え
る
視
座
～
資

質
・
能
力
の
育
成
～
」、
会
場
校

の
授
業
視
察
、
同
校
学
習
力
強
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
の
山
田

剛
史
・
京
都
大
学
准
教
授
に
よ
る

レ
ク
チ
ャ
ー
に
続
き
、
同
校
教
諭

を
交
え
て
の
分
散
会
で
は
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

○
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

　

８
月
７
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て

開
催
し
、85
名
が
参
加
し
た
。今
回

は
「
こ
れ
か
ら
の
私
学
の
働
き
方

改
革
～
学
校
と
企
業
の
視
点
か
ら

新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
考
え

る
～
」を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
、 

荒
井
優
・（
学
）札
幌
慈
恵
学
園
札

幌
新
陽
高
等
学
校
校
長
、
髙
橋
淳

私
立
学
校
専
門
研
修
会
開
催

日
私
教
研
だ
よ
り

私
立
学
校
初
任
者
研
修
会

地
区
研
修
会
開
催

私
立
学
校
中
堅
教
員
研
修
会
開
催

教
員
免
許
状
更
新
講
習
開
催

秋
季
・
冬
季
研
修
会
の
ご
案
内

※ 

各
研
修
会
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
日
私
教
研
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。 教員免許状更新講習（冬季）

東日本会場
アルカディア
市ヶ谷

西日本会場
京都ガーデン
パレス

必修 12月 26日 １月６日
選択必修 12月 25日 １月５日

11月 15日申込締切




